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本年度は、Yahooに代表される複数の言語版のあるWebディレクトリを利用し、その各カテゴリに登録されている

Web ページ中から対訳関係にある単語を自動的に抽出し、検索語を補間する方式を実装し評価した。一般に対訳関係
は一対一ではなく、一対多となる。一対多の関係の場合、一つの検索語に対してどの程度まで対訳語を補間すれば検

索効率が向上するかという問題に関して、対訳語数による切捨法、対訳語の単語重みによる切捨法を提案し、それぞ

れの比較検討を行なった。その結果、対訳語数が 2の場合に最も検索精度が向上することが分かったが、3以上の場合
に急激に精度が落ちる問題点も明らかになった。一方、対訳語の単語重みによる切捨法に関しては、二通りの手法が

考えられ、固定の単語重みで切り捨てる方法と、訳語の最大の重み値に対して相対的な重みで切り捨てる方法を比較

した。前者は、わずかな閾値の差により急激に精度が落ちる可能性があるが、後者は、閾値の設定において、急激な

精度の悪化はなく、最大の重みの訳語の 15分の１程度の重みを持つ語までを検索語として使用すればよいことが分か
った。 
以上に加えて、単に各文書ごとの検索だけでなく、同一著者の同一内容の文書をクラスタリングすることにより、

ユーザが要求する文書を効率よく検索する方法についても検討を行なった。通常、Web ページでは、各ページの著者
には詳細・非詳細のコンテンツがあり、単なる PageRank アルゴリズムの適用では、ページのクォリティに関係なく
ランキングされてしまい、ユーザが望むページがランキング順に上位にくるとは限らない。しかし、各著者、各話題

ごとにページをクラスタリングし、クラスタに対して PageRank を適用することにより、ユーザが望むページを含む
クラスタが上位にランクされることが期待できる。この手法を、NTCIR-4 NW100G-01のテストコレクションを用い
て評価したところ、多値適合レベルの精度評価指標WRRならびに再現率評価指標 DCGの両方において、既存のペー
ジ単位の PageRank よりも性能が良いことを示した。本手法は、クラスタリングに特徴ベクトルモデルを利用し統計
的に処理しているが、セマンティック Web を利用して、精緻なクラスタリングを行えば、さらに精度のよい Web ペ
ージの検索が可能となると考えられる。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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